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　種　　別 概　　要
令和 5 年度事業計画書 令和 5 年 1 月 1 日から令和 5 年 12 月 31 日まで

令和 5 年度事業計画
１．基本方針

２．管理分野の計画

3．公益事業の計画

広報活動

地域活性化事業支援

北方領土返還運動

・昨年に続き新型コロナウイルスの影響が終息するまで、適切な配慮のもと、
定款に定められた公益事業の推進を着実に行う。
・公益事業の推進にあたって、新型コロナウイルスの影響を考慮するとともに、
終息後を見据え社会状況や公益事業へ対応する新しいスタイルを検討する。
（倶楽部事業、運営について理事会、評議員会後に検討会を開催し検討する。）
・新型コロナウイルスの影響により減少した会費収入や寄附金の収入増を目指
し、公益事業の財源確保と収支健全化を目指す。
・引き続き、公益事業のため、会員増に取り組むと共に、組織・制度の検討を
続ける。
・当法人の諸活動に関し、定款、基本方針、コンプライアンス等の見地から随
時検討、調整に務める。
・理事会のリモート会議と対面での会議のハイブリッドな対応につとめ、評議
員会、部会の活性化とともに会員参加型事業推進の定着に務める。
・引き続き事務局業務のリモートワークに努める。
・北海道等の行政組織やボランティア、企業、団体などとのタイアップによる
公益事業活動の充実に務める。
・昨年度の公益事業実施の成果と反省を今年度事業推進に活かす。
・「北海道 NOWのインフォメーション」頁などを活用し「企業、団体とのタ
イアップによる公益事業の推進体制」を研究する。
・下記分野ごとに部会で随時具体的な公益事業を企画し推進する。
（１）北海道等のための広報活動
・北海道情報紙「北海道NOW」（本紙年 11回）を発行する。
・引き続き、道内各自治体の紹介ページ（ふるさと納税なども紹介）を継続す
るとともに、増ページやさらなる拡充、HP版の発行の為の業務を続ける。
・北海道のため「インフォメーション」の頁などで北海道等（行政や各種団体）
の広報を行う。（経済産業省の事業にも選択された「チャレンジフィールド北
海道」に協力する。）
・「北海道NOW」の会員配布、北海道情報ラックでの配布を行う。
・HPの活用や北海道情報ラックの設置とコンテンツの配布を行う。
・継続して「北海道の市と町と村」の本年度版の刊行（WEB）を目指す。
（２）北海道等が主催・共催・後援する地域活性化事業の支援活動を行う。
・「北方領土隣接地域振興対策根室地域協議会（北海道と根室地域 1市 4町で
構成）」、「NPO法人	住んでみたい北海道推進会議」、「公益財団法人パシフィッ
ク・ミュージック・フェスティバル組織委員会」など、北海道等から依頼され
る地域視察、地域振興、イベント等に協力する。
（３）北方領土返還運動
・北方領土返還要求運動「ブラウンリボンバッジ」の頒布を行う。
・北方領土返還要求運動のシンボル「千島桜バッジ」の頒布を行う。
・北方領土返還森繁久弥作詞・唄「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」CDの頒布を行う。
・北方領土返還の広報活動を情報紙「北海道NOW」や各種イベントで実施する。
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　種　　別 概　　要

ふるさと納税

新幹線早期実現

北海道情報紙
特別講演会の開催

外部イベント等への参加

前年度事業との変更点等
・新型コロナウイルスの影響

による事業計画の変更

・終息後の社会状況や公益事

業への対応

（新型コロナウイルスや財源

の状況の変化で理事会で今後

別途決議した場合は変更す

る。）

４．新型コロナウイル
スの終息後の対応他

・内閣府（含む倶楽部）などが実行委員会を構成している「北方領土返還要求
全国大会」（2月 7日、北方領土の日）が開催される場合は参加する。（2021
年は新型コロナウイルスの影響で中止）
・根室市等が主催し全国 70団体余が参加する「北方領土返還要求中央アピー
ル行進」（12月 1日、銀座行進）が開催される場合は参加する。
・北海道情報紙「北海道NOW」（年 11回）配布、北海道情報ラックの設置と
コンテンツの配布、交流イベントなど各種イベントや講演会などを通じて北方
領土返還運動キャンペーンの広報活動を行う。
（４）北海道等へのふるさと納税等寄附の推進運動
・本年度も広報活動・情報発信に活動の主体をおく。北海道情報紙「北海道
NOW」での道内自治体のふるさと納税の紹介、北海道情報ラックの設置とコ
ンテンツの配布、各種イベント他で北海道等へのふるさと納税等寄付の推進
キャンペーン活動を行う。
（５）北海道新幹線早期

0 0

実現運動
・北海道新幹線早期

0 0

実現運動「新幹線バッジ」の頒布を行う。
・北海道情報紙「北海道NOW」発行、北海道情報ラックの設置とコンテンツ
の配布、各種イベントで北海道新幹線早期

0 0

実現運動のキャンペーン・広報活動
を行う。
（６）上記各号の実施・推進にあたっては、下記の手法・方策等を総合的に適
用し推進する。（一部重複・再掲）
・北海道情報紙「北海道NOW」（本紙年 11回）を発行する。
・北海道情報ラックの設置とコンテンツの配布を行う。
・倶楽部の事業に関連したテーマで特別講演会（WEB、対面など）を開催する。
・北海道応援団会議に参加し協力する。
（1）　北海道倶楽部が主催していた飲食を伴う対面型イベントの開催
キャンペーン（北方領土返還・ふるさと納税・新幹線早期実現）をテーマに「新
年交礼会」夏に「交流の夕べ」秋に「交流イベント」を開催してきたが、本年
は以下の通りとする。

（但し、新型コロナウイルスの影響により理事会で開催、中止について別途決議した場合は変更する。）

・「新年交礼会」は新型コロナウイルスの影響を考慮し着席により開催する。
・8月の「交流の夕べ」、10月の「交流イベント」は高齢者が多いので新型コ
ロナウイルス感染状況や事業運営への対応を充分行った上今後の感染状況を見
定めて着席か立食か選択の上開催する。
（２） 他が主催する各種イベント等が実施された場合は適宜検討のうえ、参加、
後援する。
・新型コロナウイルスの終息後の倶楽部の事業の再構築を継続して検討する。
・会員数の増強、寄附金増の方策、中断した対面型イベントに対する対応など。
・新型コロナウイルスの影響で中止した対面形式の公益事業の代わりの役割を
期して作成したHP「【特設ページ】　コロナ禍での交流と対面型キャンペーン
事業の再開に向けて」は本年度もしばらく設置する。
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　種　　別 概　　要
別表
公益事業計画
時期別一覧表　

・イベント・講演会等
は HP などで会員外、
一般へ参加案内しま
す。

・部会対応
事業内容の詳細は担当
の部会で今後検討し実
施します。

・新型コロナウイルス
や財源の状況の変化で
理事会で今後別途決議
した場合は変更しま
す。

新年交礼会（着席で開催予定）
北方領土返還推進運動「ブラウンリボンバッジ」「千島桜バッジ」キャンペーン
北海道新幹線早期実現「新幹線バッジ」キャンペーン
「ふるさと納税推進」キャンペーン
上記キャンペーン集会の年初スタート交流事業。

「北方領土返還要求全国大会」（北方領土の日）
「北方領土返還要求中央アピール行進」

交流の夕べ
キャンペーン、北海道等の広報を目的とした夏の交流事業。

交流イベント　「We	Love	Hokkaido」（旧道産子の会）
キャンペーン、公益事業の広報。

講演会、シンポジウムの開催
新型コロナウイルスの収束後に対面型の開催を目指す。当倶楽部の公益事
業と関連した講演テーマを検討する。会員間の交流にも役立てるが、当然
一般も参加出来、無料とする。
（講演テーマ、行政との協調などにより公共性のあるものとし、HPなどで
一般参加を呼びかける。）

キャンペーンバッジ頒布
・北方領土返還要求運動の頒布を行う。
・北方領土返還要求運動のシンボル「千島桜バッジ」の頒布を行う。
・北海道新幹線早期実現運動「新幹線バッジ」の頒布を行う。

情報紙「北海道 ”NOW”」の発行・配布
倶楽部の事業に係る広報のため、情報紙「北海道 ”NOW”」　本紙年 11回）
を発行する。前年配布の成果を踏まえ、配布先・配布方法、編集内容、発
行体制を整備。一般配布（有料　月額８０円）有り。
「北海道の市町村をご紹介」及び「北海道 ”NOW”information」を引き続き
本年も掲載する。

WEB版「北海道の市と町と村をご紹介」の発行
情報紙「北海道 ”NOW”」に連載している１年分の 22の市町村情報をまと
め小冊子形式にして発行する。
HPで一般の無料閲覧が可能。

北海道情報ラックに北海道情報を配布
引き続き北海道関連情報を設置先情報ラックに無料配布する。

ホームページでの広報
倶楽部、公益事業の広報のため、内容の充実・更新に務める。
【特設ページ】　コロナ禍での交流と対面型キャンペーン事業の再開に向けての運用

その他
・倶楽部内交流の同好会の活動に協力。（独立運営・独立会計、北星会（ゴ
ルフ））

予定時期
　1月 27日

（例年開催時期）
２月７日
12 月 1日

（例年開催時期）
8 月 4 日

（例年開催時期）
10 月予定

未定（講師、
会場等のスケ
ジュールによ
る）

随時

毎月

12 月

毎月

随時




